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が
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現
代
っ
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ま
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従
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字
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ま
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ま
読
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ざ
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多
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佐
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と
目
覚
む
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朝あ

し
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こ
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寝
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に
座
し
て
新

聞
捲め

く
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阿
部
は
ぎ
の
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木
の
根
元
日ひ
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ま
り
ひ
そ
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小ち
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き
黄
の
は

な
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寿
草
咲
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佐
藤
喜
和
子

復
興
へ
と
つ
な
ぐ
開
発
被ひ

さ
い災
地ち

は
日
増
し
に
変
わ
り

賑
わ
い
戻
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遠
藤　

松
雄

降
り
つ
づ
け
ば
冷
た
か
ろ
う
と
犬
小
屋
を
マ
ッ
ト
レ

ス
に
て
雪
囲
い
せ
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遠
藤　
　

舞

口く
ち

荒
れ
て
も
の
味
わ
え
ぬ
く
や
し
さ
に
ジ
イ
ジ
イ
音

す
る
病
院
へ
い
く 

佐
久
間
香
鶴

　
　
一
首
目
、
自
然
な
流
れ
で
、
実
感
が
よ
く
出
て

い
る
。
一
読
、
共
感
さ
れ
る
方
も
多
か
ろ
う
。

　
二
首
目
、「
遣
ら
う
」
は
追
い
払
う
、「
唐
豆
」
は

南
京
豆
の
こ
と
。
楽
し
い
豆
ま
き
の
一
行
日
記
。

　
三
首
目
、「
乗
り
た
い
」、「
逢
い
た
い
」
が
効
い

て
い
る
。
親
し
ま
れ
た
映
画
か
ら
の
お
作
か
、
何
よ

り
結
句
の
感
慨
が
魅
力
。
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平
塚　

冬
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評

弥
治
郎
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雛
の
宴
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外
は
雪 

沼
田　

営
火

冴
返
り
ジ
ヤ
ケ
ツ
の
上
に
又
ジ
ヤ
ケ
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岩
澤　

伍
峯

障
子
貼
り
明
る
き
部
屋
に
侘
住
い 

大
庭
美
智
子

用
水
の
細
き
流
れ
の
草く

さ

氷つ
ら
ら柱 

末
吉
ア
ツ
子

寒
空
を
一
直
線
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー 

佐
藤　

啓
子

　
　
一
句
目
、
山
か
ら
流
れ
く
る
水
が
、
小
さ
な
滝

の
よ
う
に
落
ち
る
所
は
深
く
窪
ん
で
、
大
き
な
壺
の

よ
う
。
そ
こ
か
ら
溢
れ
る
水
音
に
、
厳
し
い
寒
さ
が

又
ぶ
り
返
し
た
と
聞
く
感
性
。

　
二
句
目
、
凛
と
し
て
神
々
し
く
、
優
雅
な
白
鳥
を

貴
婦
人
と
見
る
、
九
十
二
歳
の
瑞
々
し
い
詩
心
に
感

じ
入
る
ば
か
り
。

　
三
句
目
、
紫
外
線
は
夏
よ
り
も
、
四
月
・
五
月
が

強
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
春
に
な
る

と
女
性
は
日
傘
を
さ
す
人
が
多
く
な
る
。
日
傘
を
さ

し
て
白
鷺
橋
を
渡
っ
て
来
る
女
性
と
出
逢
っ
た
。
息

を
の
む
ほ
ど
の
美
し
さ
に
見
惚
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。「
し
ら
さ
ぎ
橋
」
が
詩
情
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
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英　

夫　

選

無
事
に
年
越
し
て
主
治
医
の
笑
み
こ
ぼ
れ
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御
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と
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ー
ル
す
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佐
藤　

啓
子

善
悪
を
振
り
分
け
て
聞
く
耳
の
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清
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あ
っ
た
か
麺
に
助
け
ら
れ 

川
口
と
も
子

老
い
て
な
お
庭
に
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た
が
る
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が
あ
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髙
子
う

ん

暖
冬
な
ど
と
て
も
思
え
ぬ
庭
の
雪 

遠
藤　
　

舞

こ
れ
か
ら
の
教
師
問
わ
れ
る
英
語
力 

門
脇　

貞
造

　
　
一
句
目
、「
ま
た
来
年
」と
言
わ
れ
病
院
を
後
に
。

無
事
新
年
に
受
診
し
た
ら
「
良
か
っ
た
ね
」
と
褒
め

ら
れ
元
気
に
。
病
は
気
か
ら
。
医
は
仁
術
か
。

　
二
句
目
、
次
々
と
農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
獣
。
防

御
の
策
に
も
精
根
尽
き
果
て
た
。
元
の
平
和
な
農
村

風
景
を
取
り
戻
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
三
句
目
、
人
間
は
す
べ
て
の
生
物
の
命
を
も
ら
っ

て
生
き
て
い
る
。
万
物
の
霊
長
と
言
わ
れ
る
所ゆ

え
ん以
。

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。
の
心
を
忘
れ
ず
に
。

評評

地域の話題をPick up!

相談種別 日時・会場・問い合わせ先など
いじめ相談

（アイライン）
いじめ問題等対策室（市役所４階 教育委員会内）　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp【24時間メール受け付け】
※電話相談（☎22-1350）も実施しています（毎週月～金 8:30～16:30）。

家庭児童相談 総合福祉センター　毎週月～金　8:30～16:00　☎22-1400
高齢者総合相談

（事前連絡必要）
①地域包括支援センター（総合福祉センター内）：☎22-1466　②在宅介護支援センター茶園：☎25-9955
③在宅介護支援センター八宮：☎24-5222　毎週月～金　8:30 ～ 17:15

青少年相談 青少年相談センター（市役所４階）　毎週月･火･木･金　8:30～16:30　☎22-1342（内線445）
消費生活相談 消費生活相談室（市役所１階生活環境課内）　毎週月･水･金　9:00～16:00　☎22-0783

DV・セクハラ相談
（事前連絡必要）

男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）　毎週月･水・木･金　8:30～16:30　☎22-6035
４月から相談日・時間が変更になりました。　※電話相談も実施しています。

障がい者虐待通報 仙南地域障がい者基幹相談支援センター【24時間電話受け付け】　平日：☎0224-51-5361　夜間・休日：☎080-3326-1788
※県南生活サポートセンターアサンテ内（大河原町）。平日は福祉課（☎22-1400）でも受け付けています。

相談種別 日　　時 会　　場 電　　話
人 権 擁 護

４月17日（月）
10:00～15:00 市役所４階　第４会議室

生活環境課　☎22-1314行　　 政

無 料 法 律 10:00～15:00 市役所３階　第３会議室

農　　 家 ４月10日（月） 10:00～12:00 農林振興センター 農業委員会　☎22-1256

こころの相談 ４月５日（水） 13:30～16:30 健康センター（要予約） 健康推進課　☎22-1362

障 害 者 ４月12日（水）・26日（水） 13:00～15:00 市役所３階　第３会議室 福祉課　☎22-1400

補聴器巡回
サ ー ビ ス

・リオン：４月11日（火）・26日（水）
・ブルーム（旧ワイデックス）：４月25日（火） 13:00～14:00 市役所１階　東側和室

リオン　　☎0224-52-2551
ブルーム　☎022-267-3435

※平成29年５月のこころの相談は39ページに掲載しています。

　市では、「白石市児童館・放課後
児童クラブの運営方針」に基づき、
平成26年度から児童館、放課後児童
クラブの運営を民間の事業者に委託
しています。
　これまでの委託事業者は、平成29
年３月31日で３年間の委託期間が満
了するため、あらためて市で設置し
た運営事業者選考委員会で選考を
行った結果、引き続き３年間（平成
29年４月～平成32年３月）「特定非
営利活動法人　ＦＯＲ　ＹＯＵ　に
こにこの家 」に委託することにな
りました。なお、運営内容は、これ
までと同様です。
■選考した運営事業者
●法人名　特定非営利活動法人　FOR
　YOU　にこにこの家 
●代表者名　理事長　小

こ

岩
いわ

孝
たか

子
こ

●所在地　仙台市太白区四郎丸字明
神16番地の２

●事業者概要
・平成７年　設立
・平成16年　NPO法人化
・平成17年　仙台市東四郎丸児童館

を指定管理で運営
・平成26年　一般社団法人愛知揆一

福祉振興会「平成25年度みやぎ社
会貢献大賞」受賞

・平成27年　仙台市防災ボランティ
ア賞受賞

・平成28年　日本福祉のまちづくり
学会市民活動賞受賞

問子ども家庭課　☎22-1363

第一児童館、第二児童館と放課後児童クラブの
運営事業者が決まりました●日時　４月16日（日）受付8:30～

●場所　スポーツセンター
●種目　一般ダブルス（男女混合、中
学生は男子の部、小学生は女子の部）
※大会限定、男子１パート合計年齢が

130歳以上で希望の場合は女子の部
●試合方法　予選はリーグ、決勝は
トーナメント戦
●参加資格　市内・刈田地区に在住・
勤務・在学する方、もしくは市内バ
ドミントンクラブに所属する方
●参加費（１パート）　一般2,000円、
中学・高校生1,000円、小学生500円
●申込期限　４月８日（土）まで
問白石市バドミントン協会　日

くさ

下
か

　☎25-0262　 25-0264

▲山田市長から指令書を受け取る小岩理事長（左）

白石市民歌　動画配信中！
QRコード対応の携
帯 電 話・ ス マ ー ト
フォンをお持ちの方
は、右のバーコード
をご利用ください。

第８回会長杯争奪
白石市バドミントン春季大会

　桃の節句の３月３日、市内小中学校の給
食に、「食味日本一の『しろいし米』復活プ
ロジェクト」の生産したササニシキ250㎏が
提供されました。この企画は、同プロジェ
クトが「地元の子どもたちにササニシキの
おいしさを知ってもらいたい」という思いか
ら実現。ササニシキとタケノコ・ニンジン・
シイタケなどを混ぜ合わせた「ちらしごは
ん」として提供されました。
　この日、白石第一小学校では同プロジェ
クトの生産者が、同校３年２組の児童たち
にプロジェクトの概要やササニシキの生産
方法などを説明。その後の生産者と児童た
ちが一緒に給食を食べる時間では、生産者
に「ひとめぼれとササニシキの違いはなん
ですか」と質問する児童もおり、交流しな
がらササニシキを食べていました。
　児童たちは「ササニシキを食べるのは初
めて！」「いつも食べているお米とは少し違
うけどおいしい！」とササニシキの味に舌

した

鼓
づつみ

を打っていました。

白石産ササニシキが学校給食に現る！

１_この日の学校給食　２_児童が生産者に質
問！　身ぶり手ぶりでササニシキの魅力を伝える
生産者（右）　３_ササニシキを使った「ちらしご
はん」をおいしそうにほおばる児童たち

ササニシキ復活プロジェクトが市内小中学校に無償提供

　昨年の「米・食味分析鑑定コンクール：国際大会」で特別優秀賞
を受賞した白石産ササニシキが学校給食に登場。児童の満面の笑み
を見て、私も白石産ササニシキの「ちらしごはん」給食を食べたく
なりました。先日、寿司職人の方から「お寿司の銀シャリは、ササ
ニシキが最高。江戸前寿司こだわりの店ではササニシキしか使わな

い」との話を伺
うかが

いました。今年は、プロジェクトのメンバー
が２人増え、作付面積も昨年の２倍になるようです。白石産
ササニシキを食べて笑顔になる人も２倍になるよう、私自身
がトップセールスマンとして全国にPRしていきます。

２

３

1

山田市長をイメージしたキャラクター「やまゆう」くん
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっ
きり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

定例相談


